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【目 的】ガラス繊維強化樹脂 を応用 した支台築







146 奥 羽 大 歯 学 誌
切断 し,長 さ12．0mmの歯根部 とした。根管形態
1は,フ ァイバ ーポス ト(GC以 下FP)専用 コ
ア形成 ドリル径1.2mmを用い,歯 頚部か ら深 さ
8mmの形態 とした。根管形態2は カーバ イ ト
バー(#13F,#17F,松風)を 使用 し歯頚部から
深 さ8mmの漏斗状根管の形態 とした。















根管形態2は根管形態1に対 し有意に大 きな値 を
示 した(p<0.01)。








力集中の仕方 も大 きく影響 していると考 えられる
ため,今 後それ らの検索を含めて さらに実験 を継
続 していきたい。
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